
第 2 学年 B・D 組 国語科単元指導案 

令和 2 年 9 月 10 日（木）1校時 

 2 - B ・ D  名 

指導教諭  金指先生  ㊞ 

指 導 者  仲 條 瑠 莞  ㊞ 

 

1．単元名 ネットとリアルと私たち―哲学対話― 

（教材名：「生命情報・社会情報・機械情報」『現代文 B 改訂版 上巻』大修館書店） 

 

2．単元設定の理由 

 対象とする生徒は高校 2 年生であり、これまで実用的・論理的文章にも触れ、それについ

て自分の考えを持つ経験を重ねてきている。また、小学校前後から既にインターネットが普

及し、LINE や Twitter、Instagram といった SNS が身の回りに溢れており、生徒にとって

「情報」「情報社会」は大人以上に当たり前のものとして存在していることが考えられる。

加えて、新型コロナウイルスの影響で急速にオンライン化が進み、これまで以上に「リアル」

と「ネット」の境界線があいまいになりつつある。 

 本教材は、「情報」について考えるだけでなく、「情報から」人間や現代社会の在り方につ

いてまで考察を深めようとしている。また、「情報」というものが生徒にとって身近である

一方で、改めて「情報とはどういうものか」について考える機会は日常生活では少ないだろ

う。本教材は、本文の中で筆者が投げかけている現代社会の現状や問題、その解決について

「自分事」として理解した上で、それに対して生徒が批判的に読み解いたり、主体的に自分

の考えを持つことができる点に価値がある。本文だけでなく、メディアや言語、哲学など幅

広い分野と関連させて自分自身や社会についてまで考えさせたい。 

 今回は、生徒が「情報」について考えることを通して「自己の在り方・生き方」を探るこ

とを目的とし、単元計画を設定する。教科書を読み解く中で、似たテーマの他の文章・資料

に触れたり、生徒同士で意見を交わし合う中で、自分の考えを持つ。その上でそれを自分の

生き方や在り方に活かすことができるような指導を行う。 

 

3．単元の学習指導案との対応（現行学習指導要領） 

【現代文 B】 

Ａ 話すこと・聞くこと 

ウ 課題を解決したり考えを深めたりするために、相手の立場や考えを尊重し、表現の仕方

や進行の仕方を工夫して話し合うこと。 

C 読むこと 

ア 文章の構成、展開、要旨を的確にとらえ、その論理性を評価すること。 



ウ 文章を批評し、考えを深め発展させることに関する指導事項 

 ウ 文章を読んで批評することを通して、人間、社会、自然などについて自分の考えを深

めたり発展させたりすること。 

オ 語句の意味、用法を的確に理解し、語彙を豊かにするとともに、文体や修辞などの表現

上の特色をとらえ、自分の表現や推敲に役立てること。 

 

4．単元の目標 

（1）本文中の語句の意味やその内容について理解することができる。（知識・理解） 

（2）本文を読んで筆者の主張を踏まえて自分の考えを持ち、新たな考えに触れ自分の考え

をさらに深めることができる。（読むこと） 

（3）自ら進んで文章を読み、自己の在り方・社会との関わり方について考えを深めようと

している。（関心・意欲・態度） 

 

5．単元の評価規準 

 知識・理解 読むこと・話すこと・聞くこと 関心・意欲・態度 

単

元

の

評

価

規

準 

（ⅰ）本文中の語

句の意味やその内

容について理解す

ることができてい

る。 

（ⅱ-1）本文を読んで自分の考え

を持つことができる。 

（ⅱ-２）対話を通して新たな考

えに触れ、自分の考えを深める

ことができている。 

（ⅱ-3）話し合いを進める中で、

相手の意見や立場を尊重した

り、表現を工夫したりすること

ができている。 

（ⅲ-1）自ら進んで文章を

読み、自分自身と社会につ

いて考えを深めている。 

（ⅲ-2）現代の社会と今の

自分について関連させて考

えようとしている。 

具

体

の

評

価

規

準 

・ワークシート 

・発言 

・行動観察 

 

・ワークシート 

・発言 

・行動観察 

・ワークシート 

・行動観察 

・発言 

 

 

5．単元指導計画（全 3時間） 

次 時 ねらいと学習内容 ●留意点 〇評価 

1 1 【ねらい】 

・自分たちを取り囲む「情報」とそこ

●軽く目を通してから授業に臨むよ

う指示する。 



から見えるネットとリアルの姿に

ついて、筆者の論理を捉える。 

・ネット社会における個人と社会の

問題について考える。 

【内容】 

・学習の見通しを持つ。 

・3 つの「情報」とは何か考える。 

・筆者の主張する現代社会の問題に

ついて理解する。 

・「身体性遊離」と「身体的共感」と

コミュニティについて自分の考え

を持つ。 

 

〇本文中の 3つの「情報」やその内容

について理解することができてい

る。 

〇自分にとって身近な「情報」を具体

的に考えた上で、本文を読もうと

している。（行動観察、ワークシー

ト） 

○本文の語句の意味や内容を理解し

ている。 

○本文を読んで、現代社会や自分の

身の回りと照らし合わせて考える

ことができている。（付箋、ワーク

シート） 

○自ら進んで文章を読もうとしてい

る。（行動観察、ワークシート） 

 

 2 【ねらい】 

・本文の内容を批判的に捉え、資料を

もとに個人や社会の在り方につい

て考える。 

・哲学対話に向けて「自分の問い」を

持ち、広げる。 

【内容】 

・現代社会のなかでのネットとリア

ルの関係性、そこにいる人々の在り

方とその問題点を把握し、自分の考

えを持つ。 

・思考ツール（マインドマップ）を活

用し、「ネットとリアルと私たち」

という視点から自分で問いを立て、

深める。 

・哲学対話について理解する。 

○語句の意味やその内容について理

解することができている。（ワーク

シート、発言） 

○本文や資料を読んで自分の考えを

持つことができる。 

○自分や社会と照らし合わせて考え

ることができている。（ワークシー

ト、発言） 

○現在の自分自身と社会について考

えを深めようとしている。（行動観

察、ワークシート） 

 

 

2 3 【ねらい】 

・「ネットとリアルと私たち」という

テーマについて「哲学対話」を通して

考えを深め合う。 

●哲学対話は結論や答えを出すこと

を目的とはしないことに留意す

る。 

○新たな考えに触れ、自分の考えを



【内容】 

・哲学対話を行い、多様な意見に触れ

る。 

・自分の体験に即して、自分の言葉で

意見を交わし合う。 

・自分の生き方、社会の在り方につい

てまで考えを広げる。 

深めることができている。 

○本文を読んで、現代の社会と今の

自分について関連させて考えよう

としている。 

 （ワークシート、発言、行動観察） 

○ネットとリアルと私たちについ

て、考えを深めようとしている。

（ワークシート、行動観察） 

 

 

第 2 学年 B・D 組 国語科単元指導指導案 

令和 2 年 9 月 9.10 日（水、木）1校時 

 2 - D  名 

指導教諭  金指先生  ㊞ 

指 導 者  仲 條 瑠 莞  ㊞ 

1．本時の指導（1/3 時間） 

（1）本時の目標 

「ネットとリアル」という視点から、筆者の論理と社会の抱える問題について捉える。 

（2）本時の展開 

 〇学習活動 ◎手だて 

●指導上の留意点 ★評価（方法） 

導

入 

10 

1．学習の見通しを持つ。 

 

2．生徒にとって身近な「情報」につ

いて考える。 

●最後に哲学対話を行うことを意識させる。 

◎パワーポイント、メンチメンター 

●生徒の発言を大切にする。 

★自分にとって身近な「情報」を具体的に考え

た上で、本文を読もうとしている。（行動観

察、ワークシート） 

 

 

 

展

開 

35 

3． 本文の論理を確認する。 

（1）回し読みを行う。 

T：こういうメディアはこれまで存在

したことがない、「これまでのメデ

ィア」ってどんなものがあるか

●人類の歴史を簡単にまとめ、順を追っていく

ことで「情報」への理解を深める。 

◎形式段落ごとに回し読みを行う。 

●双方向性のあるネットと、一方向性のマスメ

ディアの違いに触れる。 

「ネットとリアル」という視点から、個人や社会が抱える問題を捉えよう！ 



な？ 

T：「共同体的な組織」、「機能的な組

織」とはなんだろう？具体例は？ 

 

T：「ネットと資本が徐々に世界を均

等にならしつつある」とはどうい

うこと？ 

 

（2）筆者の「3 つの情報」について

整理する。→「情報」の定義 

 

（3）「二十一世紀情報社会」とそこで

生きる私たちを取り囲む問題につ

いて考える。 

T：「われわれは情報処理単位ではな

い」とはどういうこと？ 

T:「近代社会」の対義語は？ 

 それぞれの「自由・平等」とは？ 

T:「近代社会」とは？ 

 

Ｔ:「コミュニティ全体への身体的共

感」と「私（自己）のリアル」との

関係は？ 

 

T：「自ら進んで情報処理単位と化し

ていく」とは？ 

T:筆者は二十一世紀情報社会で何を

問題視している？ 

 

（4）ソクラテスの予見㉑～㉓ 

T:「極端な自由から、最も大きく、最

も激しい隷属があらわれてくる」

とは？ 

 

T:「社会的メガマシンに組み込まれ

た反作用」とは？ 

●2009 年と iPhone の登場について触れる。 

●プレイヤーについて図を用いて整理する。

（対比構造） 

 

●具体例を挙げて身近なものとして捉えるよ

う留意する。 

 

 

●難解な語句については適宜解説、もしくは生

徒に投げかける。 

◎付箋とワークシートを用いて図示する 

 

 

 

●コンピュータと人間の違いから考える。 

 

●筆者の言う「生きる」ということと関連させ

て考える。 

→ソクラテスやプラトン、アリストテレス 

●⑲段落は、読んで考えを持たせる。→次時に

つなげる 

 

★本文を読んで、現代社会や自分の身の回りと

照らし合わせて考えることができている。

（付箋、ワークシート） 

 

 

 

 

●「極端な自由」と「激しい隷属」を指す語句

を本文中から探す。 

●図を活用して、何が何を具体的に現わしてい

るのか整理する。 

 

●ここではあくまで本文に即して読解を進め

る。 



T:「大衆消費の快楽に刹那的にのめ

りこむのはなぜだろう？」 

T:「身体性遊離」と同じことを言って

いる言葉は？ 

 

（5）本文における筆者の主張（問題

解決のためにどうして行くべき

か）、ネットとリアルの関係性につ

いて考える。 

T:「孤独感」はなぜ生まれる？ 

T:「暴君の独裁」とは？ 

T「身体性の回復、コミュニティの見

直し」は、具体的に何のこと？ 

 

 

 

★本文中の語句の意味やその内容について理

解することができている。（ワークシート、

発言） 

 

 

 

 

★本文を読んで自分の考えを持つことができ

る。 

★自分や社会と照らし合わせて考えることが

できている。（ワークシート、発言） 

 

ま

と

め 

5 

4．まとめ 

（1）本時の振り返り 

（2）次時について 

●振り返り、疑問点、分かったことをまとめる 

★自ら進んで文章を読もうとしている。 

（ワークシート、行動観察） 

 

 

第 2 学年 B・D 組 国語科単元指導指導案 

令和 2 年度 9 月 10.16 日 

 2 - D  名 

指導教諭  金指先生  ㊞ 

指 導 者  仲 條 瑠 莞  ㊞ 

1．本時の指導（2/3 時間） 

（1）本時の目標 

「ネットとリアル」という視点から、本文について批判的に読み解き、私たちと社会の在り

方について考える。 

（2）本時の展開 

 〇学習活動 ◎手だて 

●指導上の留意点 ★評価（方法） 

導 1．前時の復習を行う。 ●パワーポイント、ワークシートを活用する。 



入 

10 

・前時を踏まえ、個人や社会の問題に

ついて整理する。 

 

◎前回のワークシートを参照する。 

 

 

 

展

開 

35 

2．本文を振り返る。 

（1）本文に対して批判的立場に立っ

てみる。（10分） 

T:身体的共感なしに生きていけない

のは本当？ 

T:大衆消費の快楽にのめり込むのは

いけないこと？ 

Ｔ：ネット上でのやりとりって偽

物？ 

 

3．資料を読んで自分の考えを持つ。 

（10 分） 

Ｔ：本文だけでなく、他の資料も読ん

で考えを深めてみよう。空欄やメ

モ欄を積極的に活用して、思った

ことや疑問、自分の実体験を描き

込みながら読んでみよう。 

 

4．本文と資料、自分たちの経験を踏

まえて、哲学対話で扱う「ネットと

リアルと私たち」について問いを

立てる。（15分） 

Ｔ：本文や資料を読んで考えたこと

を踏まえて、哲学対話で扱う問い

について、みんなで考えてみよう。 

 

 

●生徒にとって身近な例を挙げる。 

●本文における「ネットとリアル」に関連する

部分をピックアップして、まず生徒に投げか

ける。（生徒とのやりとり） 

●「ネットとリアル」、そしてそのあいだにい

る「私たち」という次時に繋がるテーマを強

調しておく。 

●自分の実体験や、実生活での印象、感情を基

に考えさせる。 

 

●平野啓一郎『私とは何か』、鷲田清一『じぶ

ん・この不思議な存在』の二冊を資料として

用意し、配布する。 

●資料編に自分の考えや疑問、体験をメモする

欄をつけておく。 

 

 

●軽く哲学対話について説明する。 

●問いの立て方を『考えるとはどういうことか 

0 歳から 100 歳までの哲学入門』を参考に説

明し、それに沿って問いを立てる。 

●いくつか問いの例を用意して提示する。 

例： 

・ネット上での友達とリアルの友達って何が

違う？ 

・ネットとリアルの境界線ってどこにある

の？ 

・ＳＮＳのコミュニケーションと直接会うコ

ミュニケーションの何が違うの？ 

・ネットとリアルの境界があいまいになる、っ

て具体的にどういうこと？ 

「ネットとリアル」という視点から、私たちと社会の在り方について考えよう。 



ま

と

め 

5 

5．まとめ 

（1）本時の振り返り 

 

（2）次時について 

・哲学対話 

 →ソクラテスから繋げる 

●ネットとリアルの関係性について触れ、次時

に繋げる。 

●振り返り、疑問点、分かったことをまとめる 

★自ら進んで文章を読もうとしている。 

（ワークシート、行動観察） 

 

 

第 2 学年 B・D 組 国語科単元指導指導案 

令和 2 年度 9 月 17 日（木） 

 2 - D  名 

指導教諭  金指先生  ㊞ 

指 導 者  仲 條 瑠 莞  ㊞ 

 

1．本時の指導（3/3 時間） 

（1）本時の目標 

  「ネットとリアルと私たち」について、哲学対話を通して考えを深める。 

（2）本時の展開 

 〇学習活動 ◎手だて 

●指導上の留意点 ★評価（方法） 

導

入 

5 

分 

1．学習の見通しを持つ。 

2．注意点と定義づけを説明する。 

Ｔ：話し合いでは以下のことに気を

つけよう。…… 

Ｔ：筆者の言う身体的共感について、

もう一度定義しておこう。 

 

 

 

 

◎前時で作成した問いを振り返る 

●哲学対話を授業用にアレンジし、生徒同士が

多様な意見を柔軟に交流するように留意す

る。 

●筆者の定義する「身体的共感＝自分がより大

きな組織の一部のように感じられる感覚」を

確認しておく。 

 

 

 

展

開 

35 

３．班ごとに考えを深める。 

Ｔ：ネットで身体的共感は得られ

る？ （20 分） 

Ｓ：得られる。 

Ｓ：得られない。 

●最初にそれぞれの意見を手を挙げて示させ

る。 

●班ごとに意見を統一するのではなく、それぞ

れの考え方を共有し、ホワイトボードに整理

する。この時、理由を明確にしておく。 

「ネットとリアルと私たち」について考えを深めよう 



Ｓ：半々。 

 

 

 

 

 

４．ネットとリアルについて考える 

  （10 分） 

Ｔ：ネットとリアルの共通点と相違

点って？ 

Ｓ：どっちも身体的共感は得られる

んじゃ？ 

Ｓ：得られるものは全く一緒ではな

いかも… 

Ｓ：何が違う？ 

Ｔリアルでしか得られないものって

ある？ 

Ｓ：逆にネットだからこそできるこ

とがあるかもしれない。 

 

５．「私たち」はネットとリアルとど

う接していくべき？（10分） 

Ｔ：これまで考えてきたことを踏ま

えて、私たちはどう接していくべ

きだろう？（何に気を付けるべ

き？） 

Ｓ：流されない。 

Ｔ：筆者の言う「大衆消費の快楽に刹

那的にのめり込む」という指摘に

繋がるね。 

Ｓ：あくまで手段としてネットを使

う。 

Ｔ：ネットの生の面と負の面をきち

んと把握して使い分けることが大

切だよね。筆者は著書で……。 

●班ごとの発表の際は、簡潔にまとめて分かり

やすく教室全体に伝えるよう促す。 

 

●一、二時間目で生徒から出て来た考えを活か

す。 

●ここからは個別に指名して聞いていく。 

●生徒の意見を踏まえ、筆者が『ネットとリア

ルのあいだ』で記した「身体感覚なしに脳内

でのシミュレーションによって感情を発生

できることはヒトの特権である。だから、Ｉ

Ｔは逆に、身体性の回復のためにもちいられ

なくてはならないのだ。ＩＴをうまく利用し

て、未開拓の身体感覚をさぐっていき、トー

タルな生存能力を高めていく（中略）身体的

共感の生まれるコミュニティの支援をする

ことなのである。」という部分を引用し、変

化の激しいこの先の社会を生きていくうえ

で、生徒はＩＴを手段として主体的に活用し

ていく必要があることを指摘する。 

●現在、そしてこの先のネットとリアルと私た

ちを考えるうえで、本文という当時の背景を

知っておくことの意義にも触れる。 

 

★新たな考えに触れ、自分の考えを深めること

ができている。 

★本文を読んで、現代の社会と今の自分につい

て関連させて考えようとしている。 

★ネットとリアルと私たちについて、考えを深

めようとしている。（ワークシート、行動観

察） 

 （ワークシート、発言、行動観察） 

★相手に分かりやすいようにホワイトボード

に簡潔にまとめたり、発表したりすることが

できている。（話すこと、書くこととの関連） 

ま 4．まとめ（5 分） ●多様な意見に触れた上で、率直な感想や考え



と

め 
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（1）自分の考え、自分とは違う考え、

それを踏まえて考えたことをまと

める 

（2）授業の感想を記入する。 

を言語化してまとめる。 

◎ワークシート 

★新たな考えに触れ、自分の考えを深めること

ができている。 
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【『ネットとリアルのあいだ』】 

・身体感覚なしに脳内でのシミュレーションによって感情を発生できることはヒトの特権

である。（ｐ151） 

→だから、ＩＴは逆に、身体性の回復のためにもちいられなくてはならないのだ。（ｐ152） 

→ＩＴをうまく利用して、未開拓の身体感覚をさぐっていき、トータルな生存能力を高めて

いくというのは、サイバネティックスの戦略である。これがタイプⅢコンピュータの第一の

実践的目標になるはずだ。 

・第二の実践的目標は、生命的なコミュニティの再構築である。（ｐ152） 

・だが、タイプⅢコンピュータの使命は、このような身体的共感の生まれるコミュニティの

支援をすることなのである。（ｐ153） 

 


